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 6月 4日夏季手当第 2回目の交渉が行われ大詰めを迎えています。

これまで「期末手当は生活給であり社員の将来設計に関わる手当であ

ること」「設備投資と同様に社員への投資を行うこと」など要求満額
回答実現に向けて職場から議論を創り出してきました。 

 また地方においても組織の垣根を超えた連帯を創り出すために、夏

季手当要求を行っている労働組合の地方本部へ連帯のメッセージを
送りましたが、6月 3日に国鉄労働組合新潟地方本部よりメッセージ

をいただきました。「社員の労苦に応えるべく満額獲得に奮闘しよう」

という力強いエールをいただきました。 

現在新潟地本の全機関において職場集会を開催し、満額獲得に向け
て組合員の想いを結集させています。会社が唱える【黒字化】実現の

ためには、社員を奮起させる夏季手当が必要であり、業務に専念でき

る「基準内賃金の 2.8ヶ月」が必要不可欠です。要求満額獲得の声を
職場から更に力強く発信して行きましょう！ 

新潟車両センター分会檄紙の取組み 
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